
オデッセイ-ABS 自己診断要領

■適応車種：オデッセイ（RA6、7、8、9 型系）  

■適応エンジン：F23A、J30A  

■適応年式：平成 11 年 12 月～平成 15 年 10 月  

以下に故障診断機（G-scan）を使用しない場合の ABS自己診断要領を記載します。

参考にしてください。  

故障コードの表示

１．IG SW を OFF にします。  

２．データリンクカプラ（OBD16ピン）の4番ピンと9番ピンを接続し、ショートさせます。  

データリンクカプラ（OBD16 ピン）は助手席側センターコンソール付近に配置されてい

ます。  

<図：データリンクカプラ（OBD16 ピン）> 

３.ブレーキペダルを踏まずに IG SW を ON にしてください。  



４．ABS 警告灯が 2秒間点灯し、消灯後に故障コードが表示されます。  

尚、正常コードの場合は ABS警告灯が点灯状態になります。  

<図：故障コード表示例> 

５．故障コードの表示を終了する場合は、IG SW を OFF にして、データリンクカプラ

（OBD16 ピン）の 4 番ピンと 9 番ピンの接続を解除します。  



故障コード一覧

故障コードの消去

１．IG SW を OFF にします。  

２．データリンクカプラ（OBD16ピン）の4番ピンと9番ピンを接続し、ショートさせます。  

データリンクカプラ（OBD16 ピン）は助手席側センターコンソール付近に配置されてい

ます。  



<図：データリンクカプラ（OBD16 ピン）> 

３．ブレーキペダルを踏んだまま IG SW を ON にします。  

４．ABS 警告灯が消灯したら、ブレーキペダルを放してください。  

５．ABS 警告灯が点灯したら、再度ブレーキペダルを踏み込んでください。  

６．ABS 警告灯が消灯したら、再度ブレーキペダルを放してください。  

７．ABS 警告灯が 2回点滅したら故障コードの消去が完了します。  

2 回点滅しない場合は１．から作業をやり直してください。  

尚、2 回点滅後、点灯し続けるときは故障コードの消去モードに入る前の初期診断で

異常を検出しているので、故障コードを確認してください。  

８．最後に IG SWを OFFにして、データリンクカプラ（OBD16 ピン）の 4番ピンと 9番ピ

ンの接続を解除してください。


